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と感謝
かんしゃ

のお祈
いの

り  24-1 
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いの
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さん
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*祝
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 福
ふく

   八木
や ぎ

 浩史
ひ ろ し

 牧師
ぼ く し

 

*後  奏
こ う  そ う

 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ。願
ねが

わくは御名
み な

をあがめさせたまえ。御国
み く に

を来
き

たらせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく、地
ち

にもなさせたまえ。我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ。我
われ

らに罪
つみ

を犯
おか

すものを我
われ

らが赦
ゆる

すごとく、我
われ

らの罪
つみ

をも赦
ゆる

したまえ。 

我
われ

らを試
こころ

みにあわせず、悪
あく

より救
すく

いいだしたまえ。 

国
くに

と力
ちから

と栄
さか

えとは、限
かぎ

りなくなんじのものなればなり。      アーメン 

３６ いまでかけよう 

交読
こうどく

詩編
し へ ん

（１９） 
 

詩編１３９ こどもさんびか改訂版
かいていばん

   p.210 

「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。」 

ヨハネによる福音書３章１６ａより  

 

・教会
きょうかい

に来
こ

られない時
とき

は、ＬＩＮＥを利用
り よ う

して家庭
か て い

礼拝
れいはい

をおささげしましょう。 

・次週
じしゅう

より、サマーキャンプの主題
しゅだい

である「神
かみ

さまに選
えら

ばれたダビデ」のお話
はなし

となります。キャ

ンプに行
い

かれない人
ひと

たちも一緒
いっしょ

に楽
たの

しい学
まな

びをしましょう。 

・次週
じしゅう

は 7月
がつ

のお誕生
たんじょう

日会
び か い

があります。楽
たの

しみですね。 

 

「ふしぎなかぜが」 こどもさんびか改訂版
かいていばん

 ９４ 

 

天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

、新
あたら

しい朝
あさ

をありがとうございます。あなたが私
わたし

たちにくださった御言葉
み こ と ば

によっ

て、新
あたら

しい一
いち

週
しゅう

間
かん

が支
ささ

えられ強
つよ

められて歩
あゆ

めますように導
みちび

いて下
くだ

さい。これから暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

き

ます。どうぞ一人
ひ と り

ひとりの健康
けんこう

をお守り
 ま も  

下さい
くだ    

。世界
せ か い

は大変
たいへん

混乱
こんらん

の中
なか

にあります。世界
せ か い

が一日
いちにち

も早く
は や  

平和
へ い わ

になりますように祈ります
い の     

。このお祈り
 い の  

をイエス様
さま

のお名前
 な ま え

によってお献
  ささげ

げいたします。 

アーメン 

 
ヨハネによる福音書

ふくいんしょ

６章
しょう

５２節
せつ

～５９節
せつ

      新約聖書 p.１７３ 

 

「聖霊
せいれい

にわたしを」   

 

昔
むかし

イスラエルの民
たみ

がエジプトがら逃
に

げてモーセと旅
たび

をした時
とき

に、天
てん

から降
ふ

って来
き

たマナ（という

パン）で空
くう

腹
ふく

を満
み

たすことができましたね。しかし、そのパンを食
た

べた人
ひと

たちは、その時
とき

は助
たす

かっ

たが死
し

んでしまった。イエス様
さま

はご自
じ

分
ぶん

を「命
いのち

のパン」だと言
い

われます。このパンは食
た

べてもな

くならず飢
う

えることがない永遠
えいえん

の命
いのち

が与
あた

えられると言
い

われるのです。このパンとはいったいどん

なパンなのでしょうか？ 私
わたし

たちも頂
いただ

くことが出
で

来
き

るのでしょうか…。キリスト者
しゃ

は、このパン

を頂
いただ

く事
こと

で、喜
よろこ

びと慰
なぐさ

めと励
はげ

ましとの中
なか

を歩
あゆ

むことができるのです。 

「私
わたし

が命
いのち

のパンです」                  

このパンを食
た

べる者
もの

は永遠
えいえん

に生
い

きる    （ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

６章
しょう

５８節
せつ

c） 



 

＜せいしょ＞ 

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

「聖書
せいしょ

協会
きょうかい

 共同
きょうどう

訳
やく

］ ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

６章
しょう

５２節
せつ

～５９節
せつ

      新約聖書 p.１７３ 
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52 それで、ユダヤ人
じん

たちは、「どうしてこの人
ひと

は自分
じ ぶ ん

の肉
にく

を我々
われわれ

に与
あた

えて食
た

べさせることができるのか」と言
い

っ

て、互
たが

いに議
ぎ

論
ろん

し合
あ

った。53イエスは言
い

われた。「よくよく言
い

っておく。人
ひと

の子
こ

の肉
にく

を食べ
た  

、その血
ち

を飲
の

まなけれ

ば、あなたがたの内
うち

に命
いのち

はない。54私
わたし

の肉
にく

を食
た

べ、私
わたし

の血
ち

を飲
の

む者
もの

は、永遠
えいえん

の命
いのち

を得
え

、私
わたし

はその人
ひと

を終
お

わり

の日
ひ

に復
ふっ

活
かつ

させる。55私
わたし

の肉
にく

はまことの食
た

べ物
もの

、私
わたし

の血
ち

はまことの飲
の

み物
もの

だからである。56私
わたし

の肉
にく

を食
た

べ、私
わたし

の血
ち

を飲
の

む者
もの

は、私
わたし

の内
うち

にとどまり、私
わたし

もその人
ひと

の内
うち

にとどまる。57生
い

ける父
ちち

が私
わたし

をお遣
つか

わしになり、私
わたし

が父
ちち

によって生
い

きるように、私
わたし

を食
た

べる者
もの

も私
わたし

によって生
い

きる。58 これは天
てん

から降
くだ

って来
き

たパンである。先祖
せ ん ぞ

たち

が食
た

べたが死
し

んでしまったようなものではない。このパンを食
た

べる者
もの

は永遠
えいえん

に生
い

きる。」59これらは、イエスがカ

ファルナウムの会
かい

堂
どう

で教
おし

えていたときに話
はな

されたことである。 

 

     
                

                  

                  

                 

                       

                      

       


